
お茶の水女子大学所蔵外事β図コレクションの全体像

宮漂 仁 ･高槻 幸根 ･大浦 瑞代 ･田宮 兵衛 ･水野 勲

Ⅰ.はじめに

外邦図とは､明治以降､第二次世界大戦の終了

までに旧日本陸軍参謀本部 ･陸地測量部が作製 ･

複製した､中国や満州､東南アジア､太平洋諸島

など､日本以外の地域を対象とした地図のことで

ある (長岡､1993;渡辺､1999;田村､2000)｡た

だし､広義には､台湾や朝鮮､樺太などの旧領土

の地図を含み､作製主体や用途の点でも､植民地

政府作製の地質図や旧日本海軍水路部が航海用に

作製した海図､終戦直前に本土決戦を意図して地

形図と海図を組み合わせて作製した陸海編合図な

ども含めることができる (小林､2006)｡

これらの外邦図は､現在､お茶の水女子大学を

はじめとする国内の複数の大学と国立国会図書館､

岐阜県図書館世界分布図センター､国土地理院な

どの機関が所蔵している｡ 敗戦により連合国軍に

接収されるか処分される運命にあった外邦図が､

現在まで消失 ･散逸せずに残っているのは以下の

経緯による (久武､2005)｡

第一に､終戦直後､その資料的価値を認識して

いた複数の地理学者が､大本営の参謀であった渡

辺 正少佐の仲介を受けて､東京市ヶ谷の参謀本

部に収蔵されていた多くの地図を大学等に緊急的

に避難させた｡当時の受け入れ先としてこれまで

に判明しているのは､文部省資源科学研究所 (当

時)､東北大学､東京大学､名古屋大学である｡

第二に､それらの機関のなかでも特に大量の地図

が運び込まれた資源科学研究所と東北大学からは､

他の機関へ再配布が行われた｡

お茶の水女子大学が所蔵する外邦図の大部分も､

京都大学､立教大学､筑波大学､広島大学などと

同様に､資源科学研究所から再配布されたもので

ある｡ 同研究所から本学地理学教室に異動された

故 ･浅井辰郎教授が､研究所の廃止に伴って

1970年に16,000枚弱の地図を大学の予算措置を

得て購入した (浅井､1999)｡この枚数は､資源科

学研究所からの再配布において最大規模であった｡

それらの地図に､東京女子高等師範学校時代に収

集した地図､関係者から寄贈された地図をあわせ

たものが本学の外邦図コレクションであり､これ

は現在､文教育学部地理学教室の地図室に保管さ

れている｡

外邦図の当初の作製目的は､軍事的必要性や植

民地経営への関心に基づくものであったと考えら

れる｡ しかしながら現在では､変化の著しいアジ

ア ･太平洋地域における19世紀末から20世紀前

期の地表環境の記録として､また近代地図の作製

史 ･技術史の研究資料として､学術的な価値が認

められており､地理学のみならず歴史学や地図学､

地域研究､環境科学など幅広い研究分野で注目さ

れている｡

例えば､LU/GECプロジェクト (地球環境保全

に関する土地利用 ･被覆変化研究)における中国

の土地利用変化研究では､1930年代の土地利用

の復元に外邦図が用いられるといった実績がある

(氷見山幸夫ほか､2000;Kikuchietal.2000)｡

さらに近年､地理学ならびに地図学の研究者 ･

専門家を中心とした外邦図の研究プロジェクトが

組織され､科学研究費補助金や各種財団の助成を

受けて､様々な研究が進行中である｡ このプロジ

ェクトでは､外邦図の集成と目録の整備 (東北大

学大学院理学研究科地理学教室､2003;京都大学

総合博物館 ･京都大学大学院文学研究科地理学研

究室､2005;お茶の水女子大学文教育学部地理学

教室､2007)､当時の地図作製や測量技術の解明

(渡辺 ･小林､2004;長揮､2005)､戦争遂行と地

誌 ･地図の関係 (源､2004)､戦後の外邦図の来歴

調査 (久武､2005)､そして外邦図のデジタル化と

アーカイブの構築 (宮揮ほか､2004;村山ほか､

2005)など､幅広い取り組みがなされている｡

本稿では､このプロジェクトの一環として刊行

された 『お茶の水女子大学所蔵外邦図目録』(お
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茶の水女子大学文教育学部地理学教室､2007)を

紹介するとともに､目録の編集作業から明らかに

なった本学の外邦図コレクションの全体像とその

特徴について解説する｡ また最後に､外邦図の所

蔵機関として､本学が抱える課題を指摘する｡

Ⅱ.『お茶の水女子大学所蔵夕はβ図目録』

本学では､資源科学研究所から多数の外邦図を

購入後､1971年の整理作業において地図を191冊

の冊子に綴じ込み､同時に目録と索引図を作成し

た｡しかし､この目録は､対象地域または地図の

種別と縮尺を組み合わせて設定された系統ごとに

地図の枚数を集計したものであり､地図一点一点

の詳細な情報を掲載したものではなかった｡また､

資源科学研究所から購入したものではない地図の

情報は掲載されておらず､その後もコレクション

全体の詳細な目録は作成されないままであった｡

さらに､地図自体も他の資料の増加に伴って､い

つしか棚や床に積み上げられるようになり､閲覧

すら困難な状態となっていた｡

このような状況のもと､2002年度より既述の

プロジェクトに本学教員が参加し1)､研究費の配

分を受けて新たな目録の作成が開始され､2007

年1月に 『お茶の水女子大学所蔵外邦図目録』が
完成､刊行された (写真1)｡

今回の目録は､対象を資源科学研究所から購入

した地図以外にも拡大し､収録項目も､保管棚､

地域名等､記号､図幅名､縮尺､緯度 ･経度､

縦 ･横の長さ､大きさ､色､測量機関､測量時期､

製版 ･印刷機関､製版時期､発行時期､枚数､備

考の16項目におよぶ (表1)｡ 収録地図は16,000

点余りとなった｡ただし､それらには､戟前 ･戦

中期の国内地形図など､必ずしも外邦図の範時に

入らない地図が相当数含まれている｡ これは､資

源科学研究所から入手した地図に国内地形図が多

数含まれていたことにもよるが､本目録を､戦

前 ･戦中期のアジア ･太平洋地域を対象とした地

図の日録と位置づけることを意図して収録対象を

外邦図以外の地図にも拡大したことによる｡

目録の冒頭には､浅井辰郎先生が月刊 『地理』
(古今書院刊)に寄稿予定で執筆中であった遺稿

｢資源科学研究所の地図の行方一多田文男先生の

英断｣をご遺族の了承を得て掲載し､あわせて甲

南大学文学部長の久武哲也先生による解題を掲載

した｡これらの文章により､資源科学研究所を通

じての外邦図の再配布の詳細が初めて明らかにさ

れた｡ 附録として､1971年に作成された先の目

録を収録した｡

以下に､日録編集の作業内容とその手順を記録

写真1 『お茶の水女子大学所蔵タけβ図目録』

(A3版､234頁)

表1 『お茶の水女子大学所蔵夕はβ図目録』収録項目等

解説 お茶の水女子大学所蔵の外邦図について 大浦瑞代 .高槻幸枝 .宮揮 仁

資源科学研究所の地図の行方-多田文男先生の英断 浅井辰郎 (解題 久武哲也)

目録 収録対象 索引図､国内地形図､旧領土地形図､外国地形図､兵要地誌図､航空図､

陸海編合図､海図等 計16,886点

収録項目

1)保管棚 5)縮尺 9)色 13)製版時期

2)地域名等 6)緯度 .経度 10)測量機関 14)発行時期

3)記号 7)舵 .横 11)測量時期 15)枚 数

4)図幅名 8)大きさ 12)製版 .印刷機関 16)備考

附録 東半球大縮尺図総目録及び索引図 (1971年作成) お茶の水女子大学地理学教室
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として示 してお く (大浦､2003;高槻 ･大浦､

2005)｡作業は､まず本学所蔵図の正確な枚数の

調査と､東北大学所蔵図との重複の確認からはじ

め､次に地図-枚一枚について前述の16項目の

情報を取得､これらの情報を表計算ソフトに入力

し､最後にこのデータから印刷用の版下を作成す

るという手順で進めた｡掲載項目の選定や目録の

レイアウトは､先行して目録編集を行っていた東

北大学地理学教室ならびに京都大学総合博物館 ･

地理学教室の作業内容を参考に決定した｡特に東

北大学地理学教室からは､目録のデータファイル

の使用と一部データの転用 (両大学が共に所蔵す

る地図の情報など)の許諾を受けるなど､大きな

支援を得た｡

最も時間と労力が必要となる､地図からの情報

の取得と､表計算ソフトの情報の入力は､長期休

暇の度に学部生 ･大学院生からアルバイトを募っ

て進めた｡ 作業は､外邦図の現物を傍らに置き､

一人または二人一組で地図から必要な情報を読み

取り､その内容を東北大学の目録データを元に作

成した記入用紙に転記し､さらに､この用紙に記

入された情報をパソコンの表計算ソフトに入力す

るというものである｡ 本目録は､これらの地道な

作業を担当した学部生 ･大学院生に多くを負って

いる｡

Ⅲ.タけβ図コレクションの全体像

以上の目録の編集作業を通じて､本学が所蔵す

る外邦図の全体像が明らかになってきた｡ また､

本目録の内容は､既刊の 『東北大学所蔵外邦図日

録』(東北大学大学院理学研究科地理学教室2003)

ならびに 『京都大学総合博物館収蔵外邦図目録』

(京都大学総合博物館 ･京都大学大学院文学研究

科地理学教室､2005)にほぼ準拠しており､3大

学間での所蔵状況の確認と比較が容易である｡ 以

下では､これらの日録に掲載された情報から､本

学の外邦図コレクションの全貌と特徴を明らかに

していく｡

まず､本学が所蔵する外邦図の総数は､戦前 ･

戦中期の国内地形図など外邦図に該当しない地図

を除くと､図幅数にして12,909点である (複写物

は除く)｡東北大学の所蔵図幅数は9,953点､京都

大学総合博物館は11,017点であり､国内の大学機

関におけるコレクションとしては本学のものが最

大となる｡

その内訳を地域別､地図の種類別に整理したも

のが表2である｡ 東はアメリカ大陸から西はヨー

ロッパまで､北はアラスカ ･旧ソビエ ト連邦から

南はオース トラリア ･ニュージーランドまで､広

い範囲をカバーしている｡ 所蔵の中心は､東アジ

アから東南 ･南アジア､オセアニアにかけての地

形図であり､中国の地形図 (図1)2)が全体の

27%を､インド･ビルマのそれが同じく13%を､

以下旧領土 (台湾､朝鮮､樺太南部､南洋群島な

ど)が11% (図2､図3)､満州 (蒙古 ･関東州を

含む)が11%､インドネシアが9%を占めている｡

地形図以外の地図としては､航空図､航空気象図､

地質図､兵要地誌図､陸海編合図､海図､索引図

がある｡

発行の時期をみると､早いものでは1897年

(明治30年)の台湾20万分の1帝国図から､1945

午 (昭和20年)の終戦の年に複製発行されたフ

ィリピンの5万分の 1地形図まで と幅がある｡

1920年 (大正8年)までに発行された地図は､台

湾と朝鮮のものがほとんどであるが､これ以後発

行の地図には中国と満州のものがみられるように

なる｡ さらに1940年 (昭和15年)以降になると

東南 ･南アジアとオセアニアの地図が増加してく

る｡ ただし､1944年 (昭和19年)以降に発行さ

れた地図については､南方地域の兵要地誌図とフ

ィリピンの地形図が､そのほとんどを占めている｡

全体 としては､特に1932年 (昭和7年)から

1943年 (昭和18年)までのおよそ10年間に発行

された地図が多く所蔵されている｡

次に､これらの外邦図を東北大学ならびに京都

大学総合博物館の所蔵図と比較した結果をみてみ

る｡ 本学と東北大学の所蔵図を比べると8,686点

が重複しており､本学にはあるが東北大学には存

在 しない地図が4,192点､逆のケースの地図が

1,267点であった｡さらに､本学にはあるが東北

大学には存在しない地図から､京都大学総合博物

館に存在する地図を差し引くと､3大学のうち本

学のみが所蔵する地図は2,743点となる｡ 参考ま

でに､東北大学ならびに京都大学総合博物館のみ

が所蔵する地図の点数を示すと､各々172点と

1,293点である｡

それらの内訳をみると (表2参照)､本学のみ

が所蔵している地図には､朝鮮や中国､満州､イ

ンドネシア (特にスマ トラ)の地形図､航空図､
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表2 お茶の水女子大学の外事β図コレクションと他大学所蔵図との比較

地域 .種別 お茶の水女子大学所蔵 東北大学のみ所蔵 京都大学総合博物館のみ所蔵お茶の水女子大学のみ所蔵

東亜 322 42 0 17

台湾 191 15 1 34

朝鮮 1,135 719 63 485

樺太南部 58 2 0 20

千島列島 25 24 0 0

南洋群島 31 4 1 0

中国 3,517 252 15 1

満州 .蒙古 .関東州 1,421 415 37 35

フランス領インドシナ 191 10 0 0

インドネシア 1,197 191 2 9

フィリピン 103 10 0 0

マレーシア 137 18 1 2

タイ 128 64 0 0

インド.ビルマ 1,643 84 5 5

セイロン 82 4 0 0

アフリカ .マダガスカル 4 0 0 0

ニューギ十二ア 344 56 2 2

オース トラリア 320 8 0 0

ニュージーランド 2 0 0 0

ニューカレドニア 10 2 0 0

ソロモン諸島 24 6 0 0

太平洋諸島 21 8 1 0

アメリカ大陸- 1 0 0 0

アラスカ .アリューシャン 61 2 0 0

ハワイ 64 2 0 0

グアム 8 5 0 0

ヨーロッパ 39 4 0 0

ソビエ ト連邦 26 2 5 0

大地域図 41 35 4 0

太平洋輿地図 63 36 0 0

航空図 142 99 1 0

航空気象図 87 87 0 0

兵要地誌図 73 73 1 0

陸海編合図 38 0 16 0

朝鮮地質図 78 78 0 0

海図 1,109 376 16 683

英国製海図 163 0 1 0

索引図 10 10 0 0

総計 12,909 2,743 172 1,293

資料 :東北大学大学院理学研究科地理学教室 (2003)､京都大学総合博物館 ･京都大学大学院

文学研究科地理学研究室 (2005)､お茶の水女子大学文教育学部地理学教室 (2007)
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図1 中国地形図 上海

1914年 (中華民国3年)江蘇陸軍測量局測図の図を基に､1932年 (昭和 7年)2月に日本の陸地測量部

参謀本部が製版 ･発行した｡縮尺は2万5千分の1｡黒色 1色刷で ｢秘｣の印刷がある｡

上海は1842年､南京条約により開港した｡1843年にイギリスが上海の土地を租借すると､1848年にアメ

リカ､1849年にフランスも土地を租借し､外国人居留地としての租界が設けられた｡1937年 (昭和12年)

の日中戦争後､日本軍は上海を占領したが､この図幅は占領に先立って作製されている｡

図2 台湾地形図 高雄

参謀本部 ･陸地測量部が1928年 (昭和3年)に測図､1930年 (同5年)9月に発行｡縮尺は5万分の1｡

黒色1色刷で ｢軍事秘密 (戦地二限り極秘)｣の印刷がある｡基隆湾の中等潮位を基準に標高を記している｡

台湾は日清戦争後の1895年 (明治28年)､下関条約によって日本へ割譲された｡第二次世界大戦が終了

(1945年)するまでその統治下にあり､米や砂糖が日本-運ばれた｡この図幅にも ｢台湾製糖鉄道｣や

｢台湾製糖後壁林工場｣がみえる｡
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図3 朝鮮地形図 京城

京城は現在のソウルである｡縮尺は5万分の1｡1918年 (大正7年)測図､1937年 (昭和12年)第2回

修正測図､1941年 (昭和16年)4月印刷 ･発行｡著作権は朝鮮総督府が所有し､印刷と発行は日本の陸地

測量部が行っている｡黒色と水色の2色で刷られ､｢(定価金拾八銭)｣という印刷がある｡

1876年 (明治9年)の日朝修好条規締結後､日本は釜山 ･元山 ･仁川を開港し､日清戦争 (1894-95

午)に勝利すると朝鮮半島に鉄道を敷設した｡この図幅にも ｢京義本線｣(京城一新義州)･｢京釜本線｣
(京城一釜山)･｢京元本線｣(京城一本山)がみえる｡

航空気象図､兵要地誌図､朝鮮地質図､海図が多

いことがわかる｡ 他方､京都大学総合博物館のみ

が所蔵する地図には､旧領土の地形図と海図が多

く､東北大学に関しては目立った特徴がみられな

い｡このような違いには､以下の理由が考えられ

る｡

第一に､終戦直後､参謀本部から資源科学研究

所と東北大学に外邦図が運び込まれた時点で､前

者に渡った図幅の方が多かったということがある｡

そして､資源科学研究所からの再配布においては

本学が最も多くの外邦図を受け入れ､京都大学の

受け入れ数を大きく上回っていた (久武､2005)｡

第二に､本学と京都大学総合博物館の外邦図コレ

クションには､参謀本部から持ち出されたもの以

外にも､独自に収集 ･入手した地図が多数存在す

ることである｡ 本学には東京女子高等師範学校時

代に購入した旧領土と満州の地形図が存在し､京

都大学総合博物館には一般には入手が不可能であ

ったと考えられる1910年代初頭発行の朝鮮の略

図や､海軍省から寄贈された明治期発行の海図が

ある｡ 第三に､東北大学と京都大学総合博物館の

あいだでは一方のみが所蔵している地図の交換に

よる補完が行われたことが挙げられる｡ その規模

は各々5千点程度と推測されるが､京都大学総合

博物館には所蔵枚数が1枚のみの地図も多かった

ため､東北大学は複写物を多く受け入れることに

なった｡

以上から､本学の外邦図コレクションは大学機

関のものとしては最大規模であり､本学だけに存

在する稀少な地図も多いことが分かった｡また､

コレクションの大半を占める資源科学研究所から

再配布を受けた地図は､終戦時に参謀本部が所蔵

していたものであること､その多くが1932年か

らおよそ10年の間に発行された地図で､それ以

前のものは少ないこと､などもその特徴である｡

Ⅳ.特色のある地図

本学の外邦図コレクションには､旧領土､特に

朝鮮の地形図が多数含まれていることを指摘した｡

その多くは1918年 (大正7年)に発行された､併

合後の土地調査事業における三角測量の成果に基

づく5万分の1図であり､さらに､その後これら

に一部修正を加えて発行された地図も所蔵してい
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る｡ ただし､併合前や直後に発行された秘密測量

による地図は所蔵していない｡

朝鮮の地形図は､日本では 『朝鮮半島五万分の

-地図集成』(学生社､1981)として既に複刻され

ており､本学の所蔵図も使用されている｡ この地

図集には､一部の地域について地形図ではなく交

通図と呼ばれる地図が収録されている｡ 交通図と

は､地形図から等高線を除いて地形を陰影のみで

表現した地図であり､朝鮮では1926年 (昭和元

午)から発行されている｡ 本学のコレクションに

も多数の交通図が含まれているが､同時にこの地

図集には収録されていない地形図も所蔵している

ことが目録の編集を通じて確認できた｡これらの

地形図は､日本国内ではこれまで人の目に触れる

機会が少なかったものと想像される (図4)｡当

該地形図は､朝鮮と中国の国境付近を対象とする

10点であり､いずれも資源科学研究所から再配

布を受けたものである｡ これらが収録されなかっ

たのは､地図集の出版に際し､資源科学研究所か

ら受け継いだ貴重な地図ではなく､本学が戦前に

教材として購入し､消耗品として扱われていた交

通図を含む市販の地図を出版社に貸し出したこと

による3)｡本学のコレクションには､この他にも

各種の複刻地図集に収録されていない地図が含ま

れている可能性がある｡

また､本学だけが所蔵する地図には特殊な地図

も多く､なかでも航空に関するものが充実してい

る｡ 参謀本部 ･陸地測量部が発行した航空図に加

え､海軍水路部発行の秘密航空図 (図5)､さら

に航空気象図と呼ばれる一連の気象図も存在する

a)未収録の地形図

(図6)｡航空気象図は､中央気象台によって1943

年から翌年にかけて作製されたもので､日本を中

心に西はインドから東はハワイまで､北はカムチ

ャツカから南はオーストラリアまでの範囲を対象

に､毎月の地上風や500mから6,000mまでの上層

風､視界､天気などを主題とした11種の図幅か

ら構成されている｡ 各国幅の裏面には上層風配図

や主要航空路の気象概況など航空気象に関する情

報と解説文が掲載されており､戦後日本地理学界

の気候学者や地球物理学界の気象学者が執筆者に

名を連ねている｡

そして､本学のコレクションにおいて最も特色

ある地図は兵要地誌図であると思われる｡ 兵要地

誌図とは､図7に示したように､既製の地形図な

どをベースに､軍事行動にかかわる様々な地誌的

情報を記載した地図のことである｡ 本学のコレク

ションには､1943年以降に発行された南方地域

のものを中心に73点が存在する (表3)｡特にニ

ューギニアとインドネシアを対象とした1943年

発行の地図､フィリピンと南洋群島を対象とした

1944年発行の地図が多く､当時の戦線の推移と

の関連が推測される｡ 兵要地誌図は1930年代と

いった比較的早い時期に､中国や満州などを対象

としたものが作製されているが､該当する地図は

本学に存在しない｡このことも､本学の外邦図の

多くが終戦時に参謀本部が所蔵していた地図に由

来するためであろう｡

また､コレクションのなかには､同一範囲を対

象としながらも地誌的情報の記載内容が異なる地

図も存在する｡ 図7に示した地図は､参謀本部が

b)収録された交通図

図4 『朝鮮半島五万分の-地図集成』に未収録の地形図と収銀された交通園 長山嶺
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1943年に東部ニューギニアのマーカム川流域を

対象に調製したものであったが､同年8月にラバ

ウル駐留の剛部隊 (第8方面軍)写真印刷班が編

纂した同一範囲の地図もある｡ 後者の備考には､

参謀本部調製の兵要地誌資料に加えて､現地部隊

による空中偵察や実調査､宣教師と土民 (原文マ

マ)の諜報により作製された旨が明記されている｡

こちらの地図には参謀本部の表記がないことから､

現地部隊が軍事作戦用に作製した地図が日本の参

謀本部に送られ､現在まで残っているものと考え

られる｡ 他にも現地部隊が作製したと思しき､広

東省水路網図という地図がある (写真2)｡この

地図は､1943年8月に波集団 (第23軍)司令部

により広東省の50万分の1図を14枚つなぎ合わ

せたものをベースマップとして作製された｡これ

には､渡河にかかわる情報や河口部の状況が詳細

に書き込まれており､作製時期からみて大陸打通

作戦との関連が推察される｡ このように､兵要地

誌図には検討すべき課題が多い｡

V.むすびにかえて一今後の課題一

本稿では､本学が所蔵する外邦図コレクション

の全体像を明らかにしてきた｡その一部は､2002

年度に本学で開催された人文地理学会大会で展示

を行ったように､特別に公開する場合もある｡ た

だし､現在のところ､学外からの検索やコピーサ

ービスの依頼に対応できる体制は十分には整って

いない4)｡その背景には､外邦図の管理 ･公開業

務に対する人員的な制約と､地図自体の保管に関

する問題がある｡ これらの課題について最後に述

べることで､本稿を締め括ることにする｡

人員に関する課題は､大学予算の制約が近年ま

すます強まっていることから､解決はほぼ絶望的

な見通しである｡ 一方､地図の保管に関する課題

は､前途に光明を見出し得る｡ それは､地図のデ

図5 海軍水路部秘密航空国 東印度諸島衷部

日本海軍の水路部が1941年 (昭和16年)5月に発行した航空図であり､飛行場や不時着場､航空燈台

(燈色別)の位置などが表記され､地形に関しては標高が段彩式で表現されるなど彩色豊かな地図である｡

図郭の上下には朱色の太線が記入されているが､これは軍事用の秘密図であることを示している｡
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b)裏面 (一部拡大)

図6 航空気象図 地上風 (11月)

ここに示した図幅は11月の第一図である｡青色で地上風 ･海上風 ･等圧線が示され､赤色で上層風 ･低

気圧経路が示されている｡｢作成に十分な時間が費やされなかったため誤謬は次回に訂正する予定である｣
と注記されている｡航空気象図は軍用資源秘密保護のため取 り扱いが厳重で､保管状態が変わる場合は発

行者に報告し､不要となった場合には発行者に返却しなければならなかった｡
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図7 兵要地誌図 東部ニューギニア (フォン半島及 ｢マダン｣地区)5号

参謀本部 ･陸地測量部が1942年 (昭和17年)に製図 ･発行､1943年 (昭和18年)に調製｡ベースマッ

プはオース トラリアが1942年に作成した6色刷4マイル1インチ図 (25万3,440分の1)である｡参謀本

部 ･陸地測量部は4マイル1インチ図を縮尺25万分の1に引き伸ばし灰色 ･水色 ･薄緑色の3色で発行した

後､赤色と青色で軍事的情報を追記した｡そのため ｢秘｣の文字が赤色で ｢極秘｣に改められている｡

ジタル画像化とアーカイブシステムの構築である

(宮津ほか､2004;村山ほか､2005)｡現在､外邦

図に関するデジタルアーカイブの作製委員会を関

連大学間で組織しており､本学の教員もそれに参

加している｡ 既に､科学研究費補助金研究成果公

開促進費 (データベース)を受けて東北大学が所

蔵する5千点余りの地図がデジタル化され､その

うち約1,500点の画像がインターネット上で公開

されている5)｡このプロジェクトは､2007年度も

同研究費に採択されており､次年度以降も引き続

き採択された場合には本学の地図もデジタル化を

行い､アーカイブシステムに登録する予定である｡

このデジタルアーカイブの構築には､大学間に

おける権利関係の調整も必要とされるが､なによ

りも外邦図の保護と公開 ･利用の促進を少ない労

力で両立できる手段として期待される｡ ゆえに､

少なくとも本学だけが所蔵する2,700点余りの地

図に関して､重点的な保管対策を講じながら､デ

ジタル化に備えることが今後の課題である｡ 地理

学教室では､昨年度大判のスキャナを購入するな

ど､外邦図のデジタル化への準備をはじめている｡

実のところ､本誌 ｢お茶の水地理｣の発行団体
であるお茶の水地理学会と外邦図には深い関係が

ある｡ 前述のとおり､朝鮮地形図の復刻集 (学生

社､1981)には本学が戦前に教材として購入 ･所

蔵していた消耗品扱いの地図が一部に使用された｡

1982年に本学地理学教室の同窓会組織であった

お茶の水地理談話会が､お茶の水地理学会として

再出発する際の基礎資金となったのが､その時の

地図の使用料であった｡つまり､外邦図は地理学

教室だけでなくお茶の水地理学会にとっても大切

な財産といえるのである｡ 本稿が､外邦図の今後

について､ともに考えるきっかけになれば幸いで

ある｡

[付記]本稿の作成にあたり東北大学卒業生の渡

辺信孝氏から多大な協力を得た｡また､小林 茂

先生 (大阪大学教授)をはじめ外邦図研究会の先

生方からは､長年にわたりご指導をいただいてい

る｡ 以上の皆様に心より感謝申し上げる｡ 末筆で

はあるが､本学の外邦図と関連が深かった故 ･浅

井辰郎先生に本稿を謹んで捧げたい｡

注

1)プロジェクトに参加した本学の教員は､2002年度か

ら2005年度までが栗原尚子と内田忠賢 (硯 ･奈良女

子大学教授)､2006年度からは宮津仁である｡

2)以降､本稿で使用する外邦図のデジタル画像は､お
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表3 お茶の水女子大学が所蔵する兵要地読図頬

番号 地域 題名 作製機関 作製年等 サイズ(cm) 縮尺 色

1 グアム 瓦無島施設要図 - (昭和16年) 79×108 1:100,000 2色 (黒 .蘇)

2 南洋群島 テニアン島兵要地誌資料図付アギグアン島 参謀本部 昭和19年調製 95×73 1:25,000 2色 (黒 .赤)

3 南洋群島 ロ夕島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和19年2月調製 79×110 1:25,000 2色 (黒 -赤)

4 南洋群島 クサイ島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和19年3月調製 75×89 1:20,000 2色 (黒 .蘇)

5 南洋群島 ｢ヤップ｣島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和19年5月調整 73×55 1:72,571 4色 (黒 .赤 .育 .緑)

6 中国 広東省水路網図 波集団司令部 .波集団司令部写真印刷班 昭和18年8月製版/昭和18年9月印刷 193×210 1:500,000 7色 (育 .水色 .黒 .緑 .黄緑 .赤 .茶)

7 香港 防御施設図 - - 80×110 1:25,000 3色 (黒 .赤 .育)

8 香港 防御施設図 - - 110×80 1:25,000 3色 (黒 .赤 .育)

9 香港 防御施設図 - - 79×80 1:25,000 3色 (黒 .赤 .育)

10 フィリピン 比律賓50万分 1兵要地誌資料図 参謀本部 昭和 19年製版 (昭 89×64 1:500,000 2色 (黒.赤)(第6号) (渡集団調査図複製) ロ19年1月調査)

ll フィリピン 比律賓50万分1兵要地誌資料図 参謀本部 (渡集団調査 昭和 19年製版 (昭 89×64 1:500,000 2色 (黒.赤)(第7号) 図複製) 口19年1月調査)

12 フィリピン 比律賓50万分 1兵要地誌資料図 参謀本部 (渡集団調査 昭和 19年製版 (昭 89×64 1:500,000 2色 (黒.赤)(第10号) 図複製) ロ19年1月調査)

13 フィリピン 比律賓50万分 1兵要地誌資料図 参謀本部 (渡集団調査 昭和19年製版 (昭 89×64 1:500,000 2色 (黒.赤)(第11号) 図複製) 口19年1月調査)

14 ビルマ 緬旬兵要地誌図 岡1601部隊 昭和18年8月製版 78X61 1:500,000 3色 (茶 .赤 .育)

15 アンダマン.ニコパル諸島 カー .ニコパル島兵要地誌図 参謀本部 昭和19年1月調製 81×64 1:50,000 3色 (黒 .蘇 .育)

16 インドネシア スマトラ兵要地誌図 第2号 参謀本部 (南方軍総司市部調製図複製) 昭和 19年製版 (昭ロ18年調製) 63×100 1:750,000 3色 (黒 .赤 .育)

17 インドネシア スマトラ兵要地誌図 第9号 参謀本部 (南方軍総司下部調製図複製) 昭和 19年製版 (昭口18年調製) 62×73 1:750,000 3色 (黒 .赤 .育)

18 インドネシア サンギヘ諸島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和19年7月調製 77×110 1:100,000 4色 (黒.育.赤.縁)

19 インドネシア 夕ラウド諸島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和19年7月調製 77×110 1:100,000 4色 (黒.育.赤一線)

20 インドネシア ｢ブル｣島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和 18年 12月調製 64×80 1:250,000 5色 (茶 .赤 .育 .水色 .黄土)

21 インドネシア バリ島兵要地誌図 岡第1601部隊調製 .治第1602部隊印刷 昭和18年2月 64×90 1:200,000 6色 (累 .茶 .蘇 .樫 .育 .緑)

22 インドネシア スンバワ島兵要地誌図 (西部) 岡1601部隊 昭和18年1月調査 65×77 1:250,000 2色 (黒.赤)

23 インドネシア スンバワ島兵要地誌図 (東部) 岡1601部隊 昭和18年1月調査 65×77 1:250,000 2色 (黒.赤)

24 インドネシア ｢ダマル｣島兵要地誌資料図 参謀本部 昭和 18年12月調製 54×52 1:200,000 3色 (黒 .赤 .育)

25 インドネシア ｢アル｣諸島兵要地誌図 (第2版)岡第1601部隊 (製版).岡第1371部隊 (印刷) 昭和18年3月15日製版,同発行 108×79 1:250,000 2色 (赤 .茶)

26 チモール チモール島兵要地誌図 (東部) 岡第1601部隊調製 昭和19年1月調製(昭和18年8月調査) 77×109 1:250,000 3色 (茶 .育 .赤)

27 チモール チモール島兵要地誌資料図(其2)参謀本部 昭和 18年10月調製 71×95 1:250,000 3色 (黒 .赤 .樟)

28 ニューギニア 蘭領ニューギニア明細図 参謀本部 昭和17年2月 62X84 2色 (黒.赤)

29 ニューギニア 日オランダ領西部ニューギニア 方軍総司令部 (製 昭和 18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.茶)兵要地誌図 (第1版)其1 ) .岡第1371部隊 同発行

30 ニューギニア 日オランダ領西部ニューギニア 南方軍総司令部 (製 昭和18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.慕)兵要地誌図 (第1版)其2 ) .岡第1371部隊 同発行

31 ニューギ∵ニア 日オランダ領西部ニューギニア 方軍総司令部 (製 昭和 18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.茶)兵要地誌図 (第1版)其3 ) .岡第1371部隊 司発行

32 ニューギニア 目オランダ領西部ニューギニア 方軍総司令部 (製 昭和18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.茶)兵要地誌図 (第1版)其4 ) .岡第1371部隊 同発行

33 ニューギ＼ニア 日オランダ領北部ニューギニア 南方軍総司令部 (製 昭和 18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.茶)兵要地誌図 (第1版)其2 ) .岡第1371部隊 同発行

34 ニューギニア 日オランダ領南部ニューギニア 方軍総司令部 (製 昭和 18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.茶)兵要地誌図 (第1版)其1 ) .岡第1371部隊 同発行

35 ニューギニア 日オランダ領南部ニューギニア 南方軍総司令部 (製 昭和 18年1月製版,79×110 1:500,000 2色 (育.莱)兵要地誌図 (第1版)其2 ) .岡第1371部隊 同発行

36 ニューギニア サルミ近傍要図1号 雪第 3520部隊参謀部 .参謀本部 昭和19年2月製版 92×64 1:50,000 1色 (黒)

37 ニューギニア サルミ近傍要図2号 雪第 3520部隊参謀部 .参謀本部 昭和19年2月製版 92×64 1:50,000 1色 (黒)
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表3 お茶の水女子大学が所蔵する兵要地誌図類 (続き)

番号 地域 題名 作製機関 作製年等 サイズ(cm) 縮尺 色

39 ニューギニア 東部パプア兵要地誌図 (其1) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 5色 (黒.育.赤.緑.茶)

40 ニューギ＼ニア 東部パプア兵要地誌図 (其2) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 5色 (黒.育.赤.蘇.茶)

41 ニューギニア 東部パプア兵要地誌図 (其3) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 5色 (黒.育.赤.緑.茶)

42 ニューギニア 東部パプア兵要地誌図 (其4) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 4色 (黒.育.赤.茶)

43 ニューギニア 東部パプア兵要地誌図 (其5) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 6色 (黒.育.赤.緑.茶 .紺)

44 ニューギ十二ア 東部パプア兵要地誌図 (其6) 参謀本部 昭和18年7月製版 79×98 1:500,000 5色 (黒.育.赤.緑.茶)

45 ニューギニア (ルーゼラン,19号) 剛部隊写真測量班 昭和18年8月編纂 29×71 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)

46 ニューギニア ｢ベナベナ｣｢ハ-ゲン｣地方兵要地誌図 (其の1) 剛部隊参謀部 昭和18年8月編纂 48×86 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)

47 ニューギ十二ア ｢ベナベナ｣｢ハ-ゲン｣地方兵要地誌図 (其の3) 剛部隊参謀部 昭和18年8月編纂 57×82 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)

48 ニューギニア ラエサラモア付近要図 剛部隊写真測量班 (攻撃時敵軍より入手) 昭和18年7月印刷 81×58 1:126,721 2色 (黒 .赤)

49 ニューギニア (MARKHAM) 剛部隊参謀部 昭和18年8月編纂 58×82 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)

50 ニューギニア 東部ニューギニア (フォン｣半島及 ｢マダン｣地区)兵要地誌資料図4号 参謀本部 昭和18年1月調製,同発行 79×82 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)

51 ニューギニア 東部ニュー ギニア (rフォン｣半島及 ｢マダン｣地区)兵要地誌資料図5号 参謀本部 昭和18年調製 58×82 1:250,000 5色 (黒 .赤 .育 .緑 .茶)

52 ニューギ＼ニア 東部ニューギニア (1フォン｣半島及 ｢マダン｣地区)兵要地誌資料図7号 参謀本部 昭和18年調製 60×81 1:250,000 6色 (黒 .赤 .育 .水色 .緑 .黄土)

53 ニューギニア (マウントハ-ゲン,11号) 剛部隊参謀本部 昭和18年8月編纂 58×23 1:250,α)0 3色 (罪 .赤 .育)

54 ニューギニア (サラモア) 剛部隊写真測量班 昭和18年7月印刷 57×46 1:63,360 2色 (黒 .赤)

55 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌図 参謀本部 (剛部隊写真測量班調製図複製) 昭和 18年製版 (昭口18年2月調製) 58×109 1:500,000 2色 (黒 .赤)

56 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌図 剛部隊参謀部,剛部隊 昭和 18年5月編纂,46×91 1:250,000 3色 (黒 .赤 .育)(七月中旬現在) 写真測量班 同7月印刷

57 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌資料図 (其1) 参謀本部 昭和19年1月製版 47×62 1:500,000 4色 (黒 .育 .赤 .紺)

58 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌資料図 (其2) 参謀本部 昭和19年1月製版 47×62 1:500,000 4色 (黒 .育 .赤 .紺)

59 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌資料図 (其3) 参謀本部 昭和19年1月製版 47×62 1:500,000 4色 (黒 .育 .赤 .紺)

60 ニューギニア ニューブリテン島兵要地誌資料図 (其4) 琴謀本部 昭和19年1月製版 47×67 1:50,000 4色 (黒 .育 .赤 .紺)

61 ニューギニア ニューアイルランド島兵要地誌資料図 1号 参謀本部 昭和19年1月製版 47×64 1:150,000 4色 (黒 .育 .赤 .紺)

62 ニューギニア ｢トーレス｣海峡状況図 南方軍総司令部調製 .岡第1371部隊印刷 昭和 18年1月調製,同印刷 108×160 1:290,000 2色 (赤 .茶)

63 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其1) 参謀本部 昭和18年8月製版 79×102 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

64 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其2) 参謀本部 昭和18年8月製版 47×103 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

65 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其3)ニューヂヨーヂア島付近兵要地誌図 参謀本部 昭和18年8月製版 79×109 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

66 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其4) 参謀本部 昭和18年8月製版 79×99 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

67 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其5) 参謀本部 昭和18年8月製版 79×100 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

68 ソロモン諸島 ソロモン諸島兵要地誌図 (其6)ボーゲンビル島兵要地誌図 参謀本部 昭和18年8月製版 79×100 1:150,000 3色 (黒 .育 .赤)

69 ソロモン諸島 ニューヂヨーヂア島付近兵要地誌図 剛部隊写真測量班 昭和 18年5月調製,同7月印刷 84×111 1:150,000 2色 (黒 .赤)

70 ニューカレドニア ｢ヌメア｣及付近要図 (附図第10) - - 54×77 - 2色 (黒 .赤)

71 ココス諸島 ｢ココス｣島地誌図 岡第1371部隊 昭和18年複製 110×74 1:50,000 2色 (黒 .赤)

72 アリューシャン アリウシアン群島地誌図其-(アツツ島-ウニマク島) 陸地測量部 .参謀本部 昭和 17年3月調査,同4月発行 79×110 1:3,000,000 2色 (茶 .赤)

73 アリューシャン アリウシアン群島地誌図其二 (ダッチハーバー.ウナラスカ湾) 陸地測量部 .参謀本部 昭和 17年3月調査,同4月発行 79×110 1:12,000&1:40,000 2色 (黒 .赤)
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写真2 広東省水路網図

茶の水女子大学地理学教室ならびに東北大学地理学

教室の大判スキャナ (AO版)を使用 して作成 したも

のである｡なお､前者の大判スキャナは､2006年度

お茶の水女子大学追加配分研究経費 (採択者 :水野

勲､田宮兵衛､宮津仁)を受けて購入した｡

3)第8回外邦図研究会 (2007年2月17日)における式

正英 ･お茶の水女子大学名誉教授の講演内容による｡

4)外邦図の利用に関しては岐阜県図書館世界分布図セ

ンターと国立国会図書館が便利であることを付言 し

ておく｡

5)外邦図デジタルアーカイブは､以下のインターネッ

トサイ トで閲覧できる (2007年4月確認)｡なお､本

学と東北大学で重複 している地図に関しては､既に

本学の所蔵状況を確認することができるようになっ

ているo URLhttp://dbs.library.tohoku.ac.jp/gaihozu/

文献

浅井辰郎 (1999):琉球諸島の地形図はどんな経緯でお

茶の水女子大学に入ったか.清水靖夫 ･浅井辰郎 ･

小林 茂 ･安里 進編 『大正 ･昭和 琉球諸島地形

図集成 解題』,柏書房,23-26.

大浦瑞代 (2003):お茶の水女子大学所蔵分の外邦図に

関する現況報告.外邦図研究ニュースレター,第1号,

4ト42.

お茶の水女子大学文教育学部地理学教室 (2007):『お

茶の水女子大学所蔵外邦図目録』,お茶の水女子大学

文教育学部地理学教室.

学生社 (1981):『朝鮮半島五万分の-地図集成』,学

生社.

京都大学総合博物館 ･京都大学大学院文学研究科地理

学研究室 (2005):『京都大学総合博物館収蔵外邦図

目録』,京都大学総合博物館 ･京都大学大学院文学研

究科地理学研究室.

小林 茂 (2006):近代日本の地図作製と東アジアー外

邦図研究の展望-.E-journalGEO,第1巻,52-66.

(http://wwwsoc.nii.ac.jp/ajg/ejgeo/115266kobay.pdf

2007年4月確認)

高槻幸枝 ･大浦瑞代 (2005):お茶の水女子大学所蔵外

邦図目録の作成作業について.外邦図研究ニュース

レター,第3号,117-118.

田村俊和 (2000):東北大学理学部自然史標本館所蔵の

外邦図.地図情報,第20巻3号,7-10.

東北大学大学院理学研究科地理学教室 (2003):『東北

大学所蔵外邦図目録』,東北大学大学院理学研究科地

理学教室.

長岡正利 (1993):陸地測量部外邦図作成の記録一陸地

測量部 ･参謀本部 外邦図一覧図-.地図,第31巻

4号,12-25.

長淳良太 (2005):旧日本軍撮影の空中写真の特徴.也

図情報,第25巻3号,20-25.

久武哲也 (2005):日本および海外の諸機関における外

邦図の所在状況とその系譜関係.地図情報,第25巻

3号,7-ll.

氷.見山幸夫 ･村田久美 ･谷藤陽子 ･佐藤太一 (2000):

- 13-



お茶の水地理 (AnnalsofOchanomizuGeographicalSociety),vol.47,2007

中国土地利用 ･被覆変化情報ベースの開発.北海道

教育大学大雪山自然教育研究施設研究報告,第34巻,

17-30.

源 昌久 (2004):関東軍の兵要地誌類作成過程に関す

る一考察 :書誌学的研究.淑徳大学社会学部研究紀要,

第38巻,203-218.

宮津 仁 ･村山良之 ･上田 元 (2004):｢外邦図｣の

デジタル画像化 とアーカイブ構築に向けて一東北大

学における試行作業から-.季刊地理学,第56巻,

163-168.

村山良之 ･宮津 仁 ･渡辺信孝 (2005):外邦図目録の

作成か らデジタルアーカイブ構築まで.地図情報,

第25巻3号,12-15.

渡辺信孝 (1999):東北大学理学部所蔵の外邦図とその

活用のためのデータベース.季刊地理学,第51巻,

148-149.

渡辺理絵 ･小林 茂 (2004):日本一中国間の地図作製

技術の移転に関連する資料について.地図,第42巻

3号,13-28.

Kikuchi,T.,Zhan,G.M.,Himiyama,Y.andMiyazawa,H.

(2000) :Mapanalysisoflanduseandcoverchangesin

thenorthernpartofHuabeiplain,China.Geographical

ReportsofTokyoMetropolitanUniversity,35,9911II.

みやざわ ･ひとし

お茶の水女子大学大学院 准教授

たかつき･ゆきえ

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科 複合領

域科学専攻

おおうら･みずよ

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科 複合領

域科学専攻

たみや ･ひょうえ

お茶の水女子大学大学院 教授

みずの ･いさお

お茶の水女子大学大学院 准教授

IntroductionandOverviewoftheGaihozuCollectioninOchanomizuUniverslty

HitoshiMIYAZAWA,YukieTAKATSUKI,MizuyoOURA,HyoeTAMIYAandlsaoMIZUNO

GaihozuaremapsofareasoutsidetheJapaneseterritory,suchasChina,Manchuria,SoutheastAsia,and

PacificOceanislands,whichwerepreparedandreproducedbytheGeneralStaffOfficeoftheformerJapanese

ArmyfromtheMeijiErauntiltheendofWorldWarII.ThegaihozucollectionofOchanomizuUniverslty

consistsofapproximately12,900pieces,makingitthelargestofitskindamonguniversitiesinJapan.Itis

cu汀entlyhousedinthemaproomoftheDepartmentofGeographyoftheuniverslty.Thiscollectionismadeupof

(I)mapspurchasedfromtheInstituteofResourceSciences(thesemapsoriginallycamefromtheGeneralStaff

OfficeatIchigaya,Tokyo,attheendofthewar),(2)mapscollectedduringthetimeoftheTokyoWomen's

HigherNormalSchool,theprecursorofOchanomizuUniversity,and(3)mapsdonatedbyvariousindividuals

affiliatedwiththeDepartmentofGeographyofOchanomizuUniverslty･Inadditiontotopographicmaps,the

collectionfeaturesalsoaeronauticalcharts,marinecharts,andgeologlCalmaps,andwhilecenterlngOnAsiaand

thePacific,itcoversavastarearanglngfromAlaskaintheeastallthewaytoEuropeinthewest･Comparedwith

thecollectionsofotheruniversities,thepresentcollectionfeaturesasmanyas2,700unlquePleCeS,anditis

distinguishedbythefactthatitincludesalargenumberoftopographicmapsofoldterritories(KoreanPeninsula,

Taiwan),Manchuria(nowNortheastemChina),andIndonesia,aswellasnumerousaeronauticalcharts,marine

charts,etc･Theinclusionof73militarymapsisparticularlynotable･Militarymapsconsistofregulartopographic

mapsannotatedwithawealthofgeographicinformationrelatedtomilitaryoperations,andOchanomizu

Universltyownsalargenumberofsuchmapsdetailingsouthemtemitoriesthatwerepreparedin1943andlater.
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